
 

 

 

 

 

 

 

令和７年第１回（３月） 

粕 屋 町 議 会 定 例 会 
 

質問順一覧表  

質 問 順 議   員   氏   名 

１ 田 川 正 治 

２ 川 口   晃 

３ 鞭 馬 直 澄 

４ 久 我 純 治 

５ 福 永 善 之 

６ 杉 野 公 彦 

７ 案 浦 兼 敏 

８ 山 𦚰 秀 隆 

９ 宮 﨑 広 子 

１０ 本 田 芳 枝 

 

 

 

 

 

 

 
 



質問順 ＮＯ．１   質問者１０番   田 川 正 治  
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

本年度の予算編成にお 

ける福祉・医療・教育 

などの助成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化やゲリラ豪 

雨による自然災害など 

から命と生活を守る取 

組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域公共交通の役割と 

してのふれあいバス 

（粕屋町福祉巡回バ 

ス）の運行について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）高校３年生までの子ども医療費の無料化や助成などの 

実施について。 

 

（２）小中学校の給食費の無償化や一部助成、多子世帯など 

への軽減措置等の実施について。 

 

（３）国民健康保険税の引下げと高校生以下の均等割の廃止 

や減免、多子世帯の減免などの実施について。 

 

 

 

 

（１）公共施設や一般住宅などに、太陽光発電や蓄電池、耐 

熱窓などを設置するための公的助成の取組について。 

 

（２）ＣＯ２削減のための、食品廃棄物とプラスチックごみ 

の分別収集について。 

 

（３）集中豪雨による被害防止のため、土地区画整理事業地 

域や公園、町有地などに、調整池や地下貯水槽の建設の 

実施計画について。 

 

 

 

 

（１）ふれあいバス（粕屋町福祉巡回バス）の運行の目的と 

役割、メリットとデメリットについて。 

 

（２）ＡＩオンデマンドバスの運行と役割、メリットとデメ 

リットについて。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順  ＮＯ.２  質問者  ９番  川 口  晃 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

豊かな農業を再生する 

ための施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR福北ゆたか線の改善 

問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町職員の定数増問題と 

研修について 

 

 

 

 

 

 

（１）米不足が続いており、備蓄米が放出される事態にな  

っています。昨年の作付けを上回る稲作面積が必要だ 

と思うが、対策を考えてあるか。 

 

（２）昨年から、米の値段が暴騰している。町民に対する 

支援は考えているか。 

  

（３）稲作だけでなく、農業全体の衰退が心配される。農 

業の発展のためにどのような展望を持っているか。特 

産物の開発とか、太陽光発電と組み合わせた農業など 

の例があるのではないか。 

 

 

 

 

（１）柚須駅・原町駅の待合室に空調設備を設置する考え 

はあるか。 

  

（２）門松駅は待合室が無い。待合室の建設は考えている 

か。 

  

（３）原町駅と門松駅は快速が停車しない便がある。両駅 

とも快速全てを止めるようJRに要請する考えはある 

か。 

 

（４）JRとの連携協定が結ばれて以後、柚須駅周辺の有り 

方の検討がなされたか。経過について問う。 

 

 

 

 

（１）粕屋町に「定員管理計画」があるが、進行状況はど 

うか。 

  

（２）会計年度任用職員からの正規化はできないか。 

 

（３）現在、地域を基盤とする団体の衰退・消滅が顕著で 

ある。そうした組織の再建のために、社会教育団体等 

の研究集会等へ、研修のため、関係職員の派遣はでき 

ないか。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ. ３   質問者 ８番   鞭 馬 直 澄 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

粕屋町地域防災計画に 

掲載されている総合防 

災訓練の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年12月一般質問の町長の答弁にあった、「合同の 

総合防災訓練の実施」について問う。 

 

（１）実施する背景は。 

 

（２）想定している災害は。 

 

（３）目的は。 

 

（４）実施日時は。 

 

（５）参加対象者は。 

 

（６）実施方法は。 

 

（７）期待する効果は。 

 

（８）子どもたちの防災意識の向上については、どのよう 

な取組をするのか。 

 

（９）今後の防災訓練の計画は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順  ＮＯ.４   質問者１２番  久 我 純 治 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

駕与丁公園周辺の開発 

は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長者原下区公民館前の 

水路について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年12月議会で、駕与丁公園周辺にIT産業誘致をと要 

望していましたが、その後について質問します。 

駕与丁公園の将来像は、にぎわいのある公園。 

今まではスポーツだけにとどまっていてもったいない。

自然資源で粕屋町の重要な宝だと思う。調査を行いながら 

総合的に考えていきたい。 

国内外、外国のほうも含めた企業誘致を考えています。 

情報収集するようなルートもあります。ボーダーレスで誘 

致、立地を進めたい。 

役場内に企業誘致の係か部門を作っては。との問いに、 

専門セクションを作ります。最終的には海外企業に向けた 

誘致も含めた組織化を図りたい。とのことでした。 

 

（１）サウンディング調査はしたのか、したならその結果 

は。 

 

（２）専門セクションはできたのか、できたなら何らかの 

進展は。 

 

（３）最終的に粕屋町としての計画的開発するのか。企業 

との話し合いでの開発になるのか。 

 

 

 

 

（１）災害時の避難場所になっている長者原下区公民館前 

の水路について、たびたび道路が冠水するが、町とし 

て危険とは思わないのか。 

 

（２）危険と思うなら、なぜ対策しないのか。 

 

（３）万が一、人身事故が起きたら町として責任とれるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 



質問順 ＮＯ．５  質問者１１番  福 永 善 之 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 
行政サービスについて 
 
 
 
 
 

 
日本全国の自治体数は、2024.10.01現在、1,741。 

  内訳は、下記のとおり。 
  東京都の特別区 → 23 
  市 → 792 
  町 → 743 
  村 → 183 
  
  また、福岡県内は、60。 
  内訳は、下記のとおり。 
  市 → 29 
  町 → 29 
  村 → 2 
 
 村上総務大臣は、２月13日、人口減少を踏まえ、「現在 
1,700以上ある自治体は300から400で済む」と発言。 
２月14日、この件について野党議員の質問に対し、「人口 

が急激に減少した状況において、今のシステムを前提とし 
て、様々な自治の在り方を考えていくことも必要。次の世代 
が生き残るために考えていかないと間に合わない」と答弁。 
 
（１）総務大臣の発言に関し、粕屋町の運営者として、何か 

考えはありますか。 
 
（２）近隣自治体との合併の必然性は。 
 
（３）近隣自治体との広域サービスの拡大は。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町 長 

 
 
 

 

 



質問順 ＮＯ．６  質問者 ３番   杉 野 公 彦 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

事業系ごみ・遺品整理 

等ごみにおける一般廃 

棄物収集運搬許可につ 

いて 

 

 
 

 
（１）令和６年９月の一般質問において、事業系ごみや遺 

品整理ごみ等については、別枠の許可とすべきと町に 
対して進言をさせていただいたが、その後、この件に 
関する調査検討は行ったか。行っていないのであれ 
ば、その理由は。 

 
（２）住民の利便性の向上を第一に考えるのであれば、事 

業系ごみや遺品整理ごみ等については、別枠の許可と 
すべきと考えるが、町の考えは。 

 
（３） 福岡市においては、遺品整理や引っ越しの際に発生 

したごみの収集は、既に別枠で許可が出されている。 
粕屋町においても、同様の許可は可能であると考える 
が、町の考えは。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町 長 

 



質問順 ＮＯ．７  質問者 ８番   案 浦 兼 敏 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 
令和７年度施政方針に 
ついて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合計画策定に伴う基 
礎調査結果とその対応 
策について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
令和７年度施政方針について、町長の考えを問う。 

 
（１）「新生・かすやプラン」の目的は。総合計画との関連 

はあるのか。 
 

（２）令和７年度予算編成方針にあった重点施策は、全て予 
算化できたのか。 
 

（３）町長公約「住みやすいまちづくり」について 
・「持続可能な公共交通体系の構築を進めます」とあ 
るが、その手法やスケジュールはどう考えているの 
か。また、交通の結節点としてのイオンモールの活用 
は考えているのか。 

 
・「九州大学農場跡地のまちづくり方針の具体化」や 
「原町駅及び長者原駅の利便性向上とにぎわい創出を 
目指す基本構想策定」は、どのような手法やスケジュ 
ールで進めるのか。また、町民からの意見や提案を求 
める機会を設けるのか。 

 
 
 
 

総合計画策定に伴う基礎調査結果とその対応策について、 
町長の考えを問う。 

 
（１）小中学校の児童生徒数に対して、小学校も中学校も学 

校数が少ないとの調査結果である。児童生徒数の将来見 
込みとその対応策は考えているのか。 
 

（２）近隣の町に比べ社会体育施設が少ないとの調査結果で
ある。近隣の町と連携し、社会体育施設の共同利用を行 
うなどの対応策は考えられないのか。 
 

（３）粕屋町は、65歳以上人口に占める要支援・要介護認定 
者の割合や介護費用の負担が近隣の町に比べ高いとの調 
査結果である。その要因をどのように分析し、今後どう 
対応していくのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
町 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町 長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



質問順 ＮＯ．８  質問者１４番  山 𦚰 秀 隆   

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 
令和７年度施政方針に
ついて 
 
 
 
 

 
令和７年度施政方針において、まず町長の所信表明の一 

端として経済基盤の強化と行政サービスの拡充を挙げら 
れ、新しい考えに基づく地域の特性や資源を活かした利益 
を生み出し、町民に還元する仕組みづくりを構築するとし 
て「新生・かすやプラン」を展開するとしています。 
 
（１）「新生・かすやプラン」とは具体的にどのような計 

画なのか。 
 
（２）予算編成において、歳入不足の一因としてふるさと 

づくり寄附金の減少を挙げていますが、詳しい要因 
は。 

 
（３）過去最大の積極的な予算として「新生・かすやプラ 

ン」の実行に向けた投資の時期としています。 
   新しい考えに基づく「ヒト」「モノ」「カネ」を呼 

び込むための投資と言われ、その第一歩とした予算編 
成であるとしていますが、この新しい考えとは。 

 
（４）町政運営の方針では、数々の重点施策が述べられま 

した。国の施策に対応した形で子育て世帯に関わるこ 
とを重点に助成がなされ、町独自の施策も盛り込まれ 
ています。 

町長が最重要と考える施策は。 
 
（５）組織の機構改革で機動力を高めて「新生・かすやプ 

ラン」を実行していくことで結ばれています。 
   「新生・かすやプラン」を広く町民に周知していく 

ことが求められます。 
   その考えは。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町 長 

 
 
 

 



質問順 ＮＯ.９   質問者  ４番  宮 﨑 広 子 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

子どもたちの安心安全 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校におけるいじめ問題について 

 

（１）いじめの実態とその把握方法は。また、いじめの捉 

え方について、各学校や自治体で共通認識されている 

か。 

 

（２）いじめがあったときの対処や防止について 

・具体的な取組は。 

・粕屋町学校教育・社会教育施設における防犯カメ 

ラの設置及び運用に関する要綱があるが、その実態 

は。 

 

（３）インターネットでのいじめ被害の実態とその対応に 

ついて 

・小中学生の場合は。 

・高校生の被害について、こども家庭センターはど 

う対処しているか。 

 

（４）学校外に置かれているという相談ポストは、機能し 

ているか。町民への周知は。 

 

（５）いじめの解決や防止に向け、行政が積極的介入して 

いる自治体がある。いじめの早期解決に効果があると 

考えるが町の考えは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ.１０  質問者１３番  本 田 芳 枝 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

AIオンデマンドバス導 

入について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後児童対策パッケ 

ージ事業の導入につい 

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもにつながる不登 

校保護者支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年11月に発表された令和７年度の予算編成において、 

重点施策として「AIオンデマンドバスの導入」が挙げられ 

ている。昨年９月定例議会で計画の公表がなされているの 

でそれを基に質問する。 

 

（１）導入を実施する主な要因は。 

（２）料金体系は。 

（３）運行方針の予約方法、祝祭日運行などへの課題は。 

（４）運営において予約数が集中する場合への対応は。 

（５）住民説明会の予定は。 

（６）免許返納者へ配布しているICカードをAIオンデマン 

ドバスでも使用できるようにしては。 

 

 

 

 

共働き家庭の増加による学童保育所対策について問う。 

 

（１）2025年１月末時点において各学童保育所の待機児童 

数は。 

（２）待機児童の受け皿に向けた取組や申し込みが多くな 

る夏休みの対策は。 

（３）民間の新規参入などの支援は。 

（４）学童保育だけでなく、地域における放課後の子ども 

の居場所支援が必要と思うが、その対策は。 

 

 

 

 

町では不登校の児童生徒に対する支援として「適応指導 

教室」の各学校配置を進め、来年度も更に充実する方向で 

進められるようだ。それに対して保護者支援という観点か 

らの研修や交流会などの事業を進めてはと昨年より提案し 

ているが、答えは個別面談をしているので「考えていな 

い」ということだった。しかしながら、保護者の向き合い 

方も不登校対策では重要となるようで、他の自治体で先進 

的な取組をしているところもある。 

今後の方向性を問う。 

 

（１）不登校児童生徒の現状は。 

（２）「適応指導教室」の現状と来年度の施策は。 

（３）保護者支援の取組の方針の更なる検討は。 

（４）当事者同士の悩みを語り合うことから希望が見いだせる 

事例もある。町でもそのような民間との共同も含めて事業 

に取り組んではどうか。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 


